
COG2025 応募内容確認書

ID 3-2-1

自治体名 山形県鶴岡市

自治体提示地域課題 鶴岡のまちを「くらげ」でほっこり盛り上げたい

チーム名 ゆらゆら海の月

アイデア名 くらげパワーでレボリューション★

チーム属性 市民：市民だけで構成されたチーム

チームメンバー数 4

代表者 粕谷 まゆみ

メンバー（公開） 粕谷 まゆみ, 齋藤 拓, 石塚 千枝, 小田 斉司

【確認事項】

■ ＜応募のPDFファイル名と送付先＞確認しました。
■ ＜応募内容の公開＞確認しました。
■ ＜知的所有権・肖像権＞確認しました。問題ありません。
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１.くらげになろう
in小真木原公園 （9月9日 付近土日）

2. つるおかｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ
くらゲット♪ （期間：9月9日から11月３日）

♡
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1.くらげになろう in小真木原公園
【小真木原公園 イベント会場MAP 縮尺／１：２，５００】

“入場時はシールを貼ってもらってね”

加茂水族館
鶴岡駅

期間：2026年9月9日 から 2026年11月3日
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山形県警察署（鶴岡警察署）ＨＰ：山形県警察の交通関係統計
データポータル | 山形県警察（引用）

ゆらゆら海の月：COG2025 まちなかアンケート調査（引用）

全４問の構成アンケートを約200名に聞込みを実施。
老若男女問わず、結果をまとめると以下になります。

Q.くらげの漢字は読めるか、イメージは？
A.若い層は半数、30～60代は8割の方が読める。

イメージは、綺麗・神秘的だけど怖い、加茂水族館で食べたことがある
Q.鶴岡市の良い所、又悪い所
良A.自然が豊か、食べ物がおいしい、穏やかな人柄、安定を求める
悪A.老若の交わりが減っている（ほぼ無い）、若い人に刺激がない問題

雪が多い（老人には辛い点）、働くl場所がない、県市外の人が活躍している

鶴岡市HP： 令和 5 年度 鶴岡市保健行動計画

【参考資料一覧】

①

②

①と②をまとめると
精神的課題（メンタルヘルス）

と
経済・地域活性化問題

概 算内 容No

お弁当・飲み物等200,000円一式運営・人件費（講師・ボランティア）１

100,000円一式広告費（地元広告会社記載）２

215,000円一式広告費（印刷関連全般）３

80,000円500枚ポスター

40,000円500枚スタンプラリー台紙

60,000円1000枚フライヤー

35,000円500枚QRコード台紙（設置用）

イベント（２）240,000円一式景品・特典関連（商品引換券）４

10,000円1000枚シール

80,000円10－50店舗引換券

60,000円200個お菓子（協賛店）

55,000円一式諸経費５

810,000円一式合 計（1～５）

スタンプラリー台紙（参考案） ポスター・フライヤー（参考案）

【概算見積 詳細】

1. はじめに

2. 協賛のお願い
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期待される効果
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